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無名のハンガリ一人指揮者ゾルタン・サ

ントー(ニールズ・アレストラップ)は、

パリのオペラ・ヨーロッパでワーグナーの

名作“タンホイザー"を指揮するチャンス

を掴んだ。その演奏は27カ国に衛星放送さ

れる。成功すれば、彼は一夜にして国際的

な有名人になれるのだ。失敗は許されない c

“タンホイザー"には、 ヨーロッノマとア

メリカの優れた顔ぶれが出演する。その中

心へ物は世界的に有名なスウェーデンの歌

姫カーリン・アンダーソン(グレン・クロ

ース)。だが、サントーに対してカーリンは

冷ややかだった。それどころか歌手、演奏

者、ダンサー、裏方が彼の指揮棒のもとー

となって美しい音楽を紡ぎだすという夢

二たちまち崩れ去った。誰もが音楽なんか

後回しで、マネージメント側は権力の奪い

合い、ダンサーの労働組合はストライキに

入ってしまうし、歌手はお互いつまらぬ嫉

妬の応酬・・…・。こうしたお家の事情で、 リ

ノ\ーサルは絶望的な様相を呈していた。

ントーの焦りと苛立ちがピークを迎え

うとしている時、突如彼に嵐のようなで

きごとが降りかかる。恋に落ちたのだ。予

想もしなかったこの恋が、彼の人生を 180度

っくり返すことになった・・・ o
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奇跡のように「音楽」は生まれる 青楽ジャーナリスト石戸谷結子|

華やかなオペラ・ハウスも、一歩裏側にま

かれば、たいていこんなものかも知れない。 20

世紀も終罵を迎えようとする現在でも、パリ

のオペラ座もミラノ・スカラ座もウィーン国

立歌劇場も、舞台の裏は「怪人」こそ棲んで、

、ないけれど、策略と陰謀とスキャンダルが
ち みもうりょう

渦まく、魁魅魁魅の世界だ。ひと癖もふた癖

もあるスター歌手たち、何かと言えばユニオ

ンを持ち出すオーケストラや合唱団、権力争

、に明けくれる事務局。そんな人間同士の葛
るつiま

の土甘塙の中から、奇跡のように「音楽」は

生まれるのだ。

「ミーテイング・ヴィーナス J は、ノマリのオ

ペラ座とおぼしき場所で、ワーグナーのオペ

ラ「タンホイザ-J が初日を迎えるまでの、

好余曲折を描いたドラマだ、という見方もで

きる。欧米各地から集められた“個性的な"

スタッフやキャストを 1 つの目的に向かつて

統率するのは、自由化されたばかりの東欧、

ハンガリーからやってきた指揮者、ゾルタ

ン・サントーだ。目指すは「音楽」のはずな

のに、サントーの理想主義など、西欧のオペ

ラ座の舞台裏には通用しない。それどころか、

彼自身予測もしなかった事態に巻き込まれて

)まう。主演のプリマ・ドンナ、カーリン・

アンダーソンと、激しい恋におちてしまった

のだ。

突然の恋によって、 ドラマは新しい進展を

見せる、サントーは家庭と窓の問で苦悩する

まるで「タンホイザー」のように。

ワーグナーのオペラ「タンホイザ-J は

清純な乙女エリザべートと、官能と悦楽の女

神、妖艶なヴェーヌス(ヴィーナス)の問で

苦悩する騎士タンホイザーが主人公。エリザ

べートに魅かれながらも、ヴェーヌスの歓楽

も忘れ難い。しかし、道徳が支配する中世で

は、官能の愛に溺れたタンホイザーに、人々

の非難が集中する。そのあやまちを償うため

には、巡礼となって法皇の許しを得なくては

ならない。しかし、その辛い巡礼も彼にはむ右

しい旅だった。タンホイザーの罪が許される

ためには、エリザベートの死という献身が必

要だったのだ。その献身によって奇跡は起こ

った。古い杖に操の芽がめぶくという奇跡、が。

「ミーテイング・ヴィーナス」の主人公サン

トーは、「タンホイザー J を指揮することでヴ

ィーナスに出会うことができた口エリザべー

トを歌うアンダーソンに。彼女は、彼の罪を償

い、救いの子を差しのべてくれる乙女エリザ

べートであり、官能の女神ヴィーナスでもあ

るのだ。そしてドラマでも奇跡が起きる。「タ

ンホイザー」の初日、とても幕が聞かないとい

う状況の中で、奇跡が起こった。サントーの指
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揮棒に、緑の芽ならぬ花が咲き出したのだ。

「ミーテ J ング・ヴィーナス」の脚本家であ

)監督てある、イシュトヴァーン・サボーは

かつてパリのオペラ座で「タンホイザー」の

演出を担当している。その時の経験が、映画

には生かされていて、オペラ・ハウスの裏話

的な興味も、充分に満足させてくれる。そし

てもうひとつ、この映画を魅力的なものにし

てるのは、実際に陰で演奏している一流の演

奏家たちの顔ぶれだ。グレン・クロースの代

わりに寄大っているのはキリ・テ・カナワ。当

代ーのソプラノで、しかもポピュラーも得意。

ポール・マメカートニーの新作オラトリオに

も出演している。サーの女性形?デイムの称

号を、エリザべス女王から贈られた。タンホ

イザ一役は、映画より 10倍はハンサムなル

ネ・コロ、ライト・ブルーの目、甘く輝かし

声で、世の女性たちを魅了しており、ワー

グナーの英雄役を一手に引き受けている。

その他、ウォルフラムを歌っているスウェ

ーデンのバリトン、ホーカン・ハーケFゴール

ド、パイロイト音楽祭で大活躍のソプラノ

ワルトラウト・マイヤ一、ワーグナ一指揮者

として評価の高い、マレク・ヤノフスキーな

ど、クラシソクの世界では、超売れっ子のア

ーテイストが、世界中から結集しているのが

話題だ。 協

~温


